


東京では、戦後、都市の発展に伴い、多くの電柱が建てられ
てきました。その結果、電線が張り巡らされ、電柱が立ち並
び、都市景観を損ねるだけでなく、歩行者や車いすの通行の
妨げになっています。また、災害時に電柱が倒れ、道路が塞
がってしまう恐れがあります。大規模な地震や台風が発生
した場合は、甚大な被害が想定されることから、無電柱化の
重要性が一層高まっています。
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東京都では昭和61年度から計画的
に無電柱化を進めています。計画
幅員で完成した都道における地中
化率※は、令和7年度末現在で区部
は69%、多摩地域は24%、都道全
体では49%となり、整備済延長は
1146kmとなっています。
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都道における整備済延長の推移
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都はこれまで、環状七号線内側や、行政機関の本庁舎や重要
港湾、空港などを連絡する第一次緊急輸送道路において、重
点的に整備を進めてきた。今後は、大規模な災害発生後の救
助活動を迅速に進めるため、重点整備エリアを木造住宅が密
集する環状八号線の内側まで拡大する。また、人命救助や応
急復旧の拠点となる「立川広域防災基地」や「災害拠点病院」、
「大規模救出救出救助活動拠点」、「消防署・警察署」等へのア
クセスルートとなる都道で重点的に整備を進めていく。

環状八号線の内側、第一次緊急輸送道路、利用人員が多い主要駅80駅周辺
防災拠点アクセスルート等

都道から災害拠点病院など防災上
重要な拠点につながる区市町村道
を抽出し、区市町村の無電柱化計
画に位置付けるとともに、早期に
事業化が図られるよう、財政的・
技術的支援を行っていく。

浅草通り<墨田区＞ 新奥多摩街道<立川市＞

防災上重要な拠点につながる道路のイメージ連続した整備のイメージ
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■：事業中区間※1 ■：新規着手区間※1 ■：無電柱化区間※2（電線共同溝整備済で今後数年内に無電柱化が図れらる区間も含む）
■：東京都管理道路 ■：東京都管理道路（臨港道路）※3 ■：一般国道

※1　道路拡幅等で無電柱化を実施する区間を含む　　※2　もともと電柱のない区間を含む　　※3　東京港の5か年整備計画については「東京港無電柱化整備計画」を参照のこと

対象路線 完了目標
第一次緊急輸送道路、環状七号線の内側エリア、主要80駅周辺 2035（令和17）年度
環状八号線の内側エリア、防災拠点アクセス強化 2040（令和22）年度



2019（令和元年）、2025（令和7年）の台風で電柱倒壊や断線等が発生し、島民生活に甚大な影響を与え
ました。これを踏まえ、災害時にも電力・通信を確保するため、無電柱化を一層推進するとともに、被災区
間を新たに整備箇所と位置付け、現在事業中の区間と併せて整備を進めます。

また、利島・御蔵島は、船の就航率が低く災害復旧に
時間を要すること等の理由から、他島のモデルとなる
よう、「電柱のない島」に選定し、都道や港のみなら
ず村道も整備を進めています。

 対象 整備対象 整備目標

 利島
 都道・村道 2030（令和12）年度完了

  利島港 2028（令和10）年度完了
 
御蔵島

 都道・村道 2029（令和11）年度完了
   （集落部は2028（令和10）年度完了）
  御蔵島港 2026（令和8）年度完了

■：過去に被災した区間（2028年度完了）
（新たに被災した八丈島の一部区間は2030年度完了）

■：発電所や通信拠点と集落をつなぐ区間（2030年度完了）
■：主要な港や空港と避難所等をつなぐ区間（2035年度完了）
■：上記以外の都道（2030年代完了を目指す）
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